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第1章 緒言 

超高齢化が進む中でニーズが高まる在宅介護に関しては，介護肯定感や介護負担に関す

る研究が多く，介護満足度に関する研究は少ない．とくに介護者と要介護者の双方の介護

満足度に着目した研究はほとんどない．そこで本研究は，主介護者の要介護者に対する介

護への満足度（主介護者の介護満足度）と在宅要介護者が主介護者から受ける介護に対す

る満足度（在宅要介護者の介護満足度）を明らかにし，これらの関連要因を明らかにする

ことを目的に行った．  

第2章 研究方法 

総合病院に外来通院中の 60 歳以上で認知症のない在宅要介護者と，その主介護者 86

組に別個に聞き取り調査を行った．主介護者の介護満足度は，介護満足感尺度（在宅介護

者用）を用いた．在宅要介護者の介護満足度は，対象の 95％以上が介護を受けていた「通

院の付き添い」と「コミュニケーション」に対する満足度を用いた．また，主介護者と在

宅要介護者双方の関係性の指標として「介護者・患者関係アセスメント票」より算出した

Caretaker-Patient Relationship（CPR）スコアを用いた．なお，本研究は桜美林大学の

研究倫理委員会の承認を得たうえで実施した． 

第3章 結果 

主介護者は，平均年齢 64.5 歳（標準偏差 11.8 歳）で，男性 33 名，女性 53 名であった．

在宅要介護者は，男性 27 名（78.7±7.4 歳），女性 59 名（83.3±7.2 歳）で，Barthel Index

は平均 72.0 点と自立度が高かった．主介護者の介護満足度は中程度以上の高い群が 9 割

以上を占めていた．在宅要介護者の介護満足度も高い水準にあった． 

主介護者の介護満足度は，主介護者が男性の方が低く，また，介護期間が長いほど低下

する傾向がみられた．一方，要介護者の自立度が高いほど介護満足感は低下する傾向がみ

られた． 

在宅要介護者の「通院の付き添い満足度」は，要介護未認定群では介護者被介護者関係

性が低いと在宅要介護者の通院の付き添いに対する満足度が低くなる関係が認められた． 

在宅要介護者の「コミュニケーション満足度」は，在宅要介護者が女性で主介護者が男

性の場合に低かった．また，要介護者の年齢が上昇するほど「コミュニケーション満足度」

が有意に上昇していた．要介護度については要支援の場合に，在宅要介護者のコミュニ

ケーション満足度が低くなる傾向が認められた．  

介護者被介護者関係性の関連要因として，主介護者の年齢が上がるほど介護者被介護者

関係性が低くなる，主介護者が男性の方が介護者被介護者関係性が高い，主介護者が病気

を有する方が介護者被介護者関係性が低い，主介護者の病気があることが介護者被介護者

関係性を下げる度合いは副介護者がいない場合により大きいことが明らかになった． 

第４章 考察 

主介護者の平均年齢は 64.5 歳と高く老々介護の状態であり，病気を持っている割合が

高かった．多変量解析にて主介護者の介護満足度の関連要因を検討した結果，介護期間が

長くなるほど介護満足感尺度が低下する関係がみられ，介護負担と介護満足度との関連が

示唆されたが，要介護者の自立度については，自立度が高くなるほど介護満足感尺度が低

下する傾向がみられ，介護満足度と介護負担感の要因は異なる可能性が示唆された．  
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在宅要介護者が受けている介護について，多くの項目で 6 割以上が満足と答えた背景の

一つには，本研究対象が外来受診者で，自立度が高かったことが影響しているものと考え

られた．そこで本研究では在宅要介護者の介護満足度については，在宅要介護者の 9 割以

上が介護を受けている項目である「通院の付き添い」と「コミュニケーション」の項目に

ついて，その関連要因を検討した．CPR スコアが高いほど通院の付き添いに対する満足度

は高く，在宅要介護者の介護満足度については，主介護者と在宅要介護者の双方の関係の

良さがお互いの介護満足度に好影響を及ぼすのではないかと考えられた．また，在宅要介

護者が女性で主介護者が男性の組合せの場合「コミュニケーションの満足度」は低下しや

すいようであり，とくに，男性が主介護者になる場合，コミュニケーションスキルをより

強化する必要があるのではないかと考えられた．主介護者が子の配偶者の場合にも満足度

が低い傾向がみられたことから，介護の場面においても，舅，姑問題が残存し続いている

のではないかと考えられた． 

本研究対象のおよそ 4 分の 1 には副介護者がいなかった．とくに副介護者がいない場合

には主介護者の病気があることが主介護者と在宅要介護者の関係性の良さを下げる度合

いはより大きかったことから，これらの主介護者については社会的な介護支援が必要では

ないかと考えられた． 
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